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６月定例会の内容をわかりやすくお伝えします。
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C ON T E N T S

次代を担う子ども議員が未来を語る

あさひ議会だより

ぎ か い T I M E S



　市では人口減少を食い止めるために
どのような対策をとっていますか。旭
市の良さに気づいてもらうために、ス
タンプラリー等のイベントや子育て世
帯が安心して利用できる公園をつくる
ことも効果的ではないでしょうか。

人口減少対策の取り組みを

　干潟小には車椅子を利用している児
童がいます。昇降口はスロープがあり
ますが、体育館の入り口はスロープが
ありません。市内の施設等でも同様に
困っている人がいるのではないでしょ
うか。

公共施設のバリアフリー化を

　私の近所には危険だと感じる道路が
あります。その道は木や草が路側帯ま
で生い茂り、通るときは車道へはみ出
して歩くことになります。このような
危険な道は市内に多くあると思いま
す。見つけて整備できないでしょうか。

道路環境の改善を

▶企画政策課長
　人口減少防止と活力あるまちづくりに向かって様々な
事業を行っています。イベントはコロナで中止になって
いたものも、順次開催されているところです。公園は各
地域に大小あり、引き続き安全対策を行っていきます。

▶建設課長
　市では通学路を警察や学校の先生、保護者の方々等と
合同で定期的に点検しています。点検の結果をもとに、
整備を行っています。今後も地元や学校等と連携し安全
対策に努めていきたいと思います。

▶農業委員会事務局長　
　耕作放棄地になりかけている農地がないかパトロール
したり、農地を貸したい方へは借りたい方を探す等未然
に防ぐ取り組みを行っています。また、農地を再生して
くれた方に対し、経費の一部を支援しています。

質問内容及び答弁は要約しています。

　７月31日に令和５年度子ども議会が開催されました。一般質問を行ったのは、市内小・中学校20校から選
ばれた20名の子ども議員で、議場で行われる定例会本番さながらの一般質問の模擬体験をしました。
　議事進行役は旭市議会の木内欽市議長が務め、市長をはじめ各課長が質問に対して答弁にあたりました。

　最近、耕作放棄地が年々増えてきて
おり、草や竹が生い茂っているのをよ
く見かけます。草や竹で中がわからず、
犯罪等に使われているかもしれませ
ん。旭市では耕作放棄地が少なくなる
取り組み等はしているのでしょうか。

耕作放棄地を減少させる取り組みは

▶教育総務課長　
　バリアフリー化として、トイレの洋式化や手すり、ス
ロープの設置等、たくさん使われるところを優先的に整
備しているところです。困っている場所があれば改修で
きるよう検討してまいります。

次代を担う若い声を市政に！

旭市子ども議会令和５年度

中央小 議員

干潟小 議員富浦小 議員

琴田小 議員

あさひ議会だより　第70号 2



旭市子ども議会

　学校で職業選択の自由について学び
ましたが、実際はやりたい仕事が見つ
からない人も多くいると思います。働
くことの良さや様々な職業について知
ることができる施設があれば、市の産
業に興味をもち、将来の担い手も増え
ると考えます。

職業体験の機会や施設の充実を

　市のさらなる活性化を図るためＩＣ
Ｔを活用し、観光や農産物等の地域資
源を掘り起こし発信すれば、市の魅力
を全国の人たちに知ってもらうことが
でき、子どもや若者が集まるまちにな
るのではないでしょうか。

ＩＣＴを活用したまちづくりを

　登下校の際にごみが落ちているのを
よく見かけ、拾って帰ることもありま
す。市ではごみのポイ捨て防止、きれ
いなまちづくりのためにどのような取
り組みをしているのでしょうか。

環境美化への取り組みは

　僕は、よく父と電車で出かけますが、
銚子へ行く時に飯岡駅のホームで待っ
ていると発車の３分前にコミュニティ
バスが到着し、電車に乗る人が間に合
うのか心配になりました。そこで、コ
ミュニティバスの運行時間やルートの
見直しを提案します。

コミュニティバスの運行見直しを

　旭市は他市に比べて介護施設が少な
く感じます。そのため入所を希望して
も入れない人がいるのではないでしょ
うか。入所希望を叶えるためにどのよ
うな対策があるのでしょうか。

介護施設入所希望を叶えるために

　私が毎日登下校する坂は歩行者用の
白線がなく、車とすれ違う時ぶつかる
のではないかと危険を感じます。歩行
者用の白線の整備、坂の枝の伐採、ガー
ドレールの修復を行ってほしいと思い
ます。

通学路の危険な坂の改善を

▶教育長　
　田植えや稲刈り体験を行ったり、落花生栽培講習会を
実施している学校もあります。また、職業について知る
ために、仕事について調べて発表会を行ったり、ある職
業の方に学校に来ていただき話を聞いたりしています。

▶企画政策課長
　特産品、イベントやロケ地情報等をフェイスブックや
インスタグラム等を活用し、発信しています。今後も旭
市の魅力を全国に発信することで、人が集まるまちを目
指していきたいと思います。

▶高齢者福祉課長
　市内には17の介護施設があり、近隣市と比較しても
充実しているものと考えます。希望を叶える取り組みと
しては介護支援専門員等が入所希望者の体の状態や家庭
の状況を見ながら対応しています。

▶建設課長
　確認したところ、一部区間を除いて白線が設置されて
いませんでしたので、設置を進めていきます。通学路の
枝については優先的に対応し、ガードレールも順次修繕
工事を進め、安全対策に努めていきたいと思います。

▶市長
　立地条件を生かした施設、とても良いアイデアだと思
います。これから学校再編を進めるうえで、それぞれの
立地の特性を生かし、市の魅力を最大限に活用できるよ
うな、まちづくりにつなげていきたいと思います。

▶企画政策課長
　家族やお友達と旭市が出ている番組についてお話した
り、市外に行かれた際に機会がありましたら「あの番組
に出ていた旭市から来ました」と言っていただくと市の
ＰＲになりますので、是非お願いします。

　大切な思い出がいっぱいつまった学
校の跡地を利用して、公共施設の建設
を提案します。海側なら海に来る人達
のための宿泊施設等、山側ならキャン
プ場等をつくり来てよかったと思える
場所になってもらいたいと思います。

学校跡地を特色ある公共施設に

　旭市は魅力的なまちだと思いますが、 
知名度が高くありません。市をもっと
全国の人たちにアピールできないか考
えています。知名度アップのため僕た
ちにできることを教えてください。

ＰＲ活動による市の活性化を

▶環境課長
　春と秋にゴミゼロ運動、夏に海岸清掃といった美化活
動のほか、ポスターや標語を募集し表彰する等、環境意
識の育成や啓発に努めています。また、ポイ捨て防止の
警告看板の設置等も行っています。

▶企画政策課長　駅への到着時刻は主に通勤通学時間を考慮
して定めています。運行時刻やルートについては、毎年検討
し見直しを行ってきましたので、今後も利用者の意見を参考
に、みんなが使いやすい公共交通を目指していきます。

矢指小 議員

滝郷小 議員

豊畑小 議員

三川小 議員

鶴巻小 議員

飯岡小 議員

共和小 議員

嚶鳴小 議員

欠
席
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質問内容及び答弁は要約しています。

旭市子ども議会

　空き家をリノベーションし、移住し
てくる人たちに安く貸し出したり、泊
まったりしてもらうのはどうでしょう
か。コロナ禍の生活で田舎暮らしに注
目が集まっているので、移住者を増や
せるのではないでしょうか。

移住者を増やす取り組みを

　教室に行けない子どものために同じ
状況の人が集まる場所を作るのはどう
でしょうか。学校に行きやすく、行き
たくなる環境づくりが必要だと思いま
す。市のお考えをお聞かせください。

学校へ通えない子の支援を

　旭市は外国の方が多く働きに来たり、
住んだりしています。日本語が得意で
はない方が生活をする中で困ることが
ないように、外国語での音声案内を公
共施設等で流したりすれば、安心して
生活することができると思います。

様々な人が住みやすいまちづくりを

　本校では美化活動等で大量のごみを
回収しており、不法投棄対策が必要だ
と感じています。そこで、ごみ箱の設
置を提案します。ごみ箱を設置すれば
面倒くさくて不法投棄する人が減ると
思います。ご検討をお願いします。

不法投棄の対策にごみ箱を

　農業が盛んな旭市ですが、授業で農
業をする人が減っていることを知り驚
きました。そこで農業体験施設をつ
くったり農業体験イベントを実施する
等、市の自慢である農業を生かして旭
市を有名にすることを提案します。

旭市を農業で有名にしよう

　旧市役所跡地はどのように活用する
計画で、工事等はいつ頃行われるので
しょうか。もし、活用用途が定まって
いないのであれば、第二中の送迎場所
として利用させていただけないでしょ
うか。

旧市役所跡地の使い道は

▶都市整備課長　
　４月から空家・空地バンクという制度を始めていま
す。これは、空き家を利用したい人と持っている人の橋
渡しをする制度で、制度を利用するとリフォーム費用の
助成を受けることもでき、空き家を自分好みにできます。

▶教育総務課長
　市では学校へ行けない子どもたちのために、学校教室
へのステップの場、学習する場としてフレンドあさひを
開設しています。これからも、学校に行きやすく、行き
たくなる学校環境づくりに努めてまいります。

▶農水産課長
　市内の農業体験施設としては、申し込みをすると１年
間野菜等を栽培できる市民農園を設けています。イベン
トとしては、田植えや生き物調査、稲刈り、収穫祭等の
農業体験を行う米づくり交流事業を行っています。

▶都市整備課長
　跡地は「天神公園」と言い、今後、整備していく計画で
すが、具体的にはまだ決まっていません。整備までの間
は、送迎場所としてご利用いただいて構いませんが、安
全に留意するようお願いいたします。

▶社会福祉課長
　重点的な取り組みとして、障害のある方が住み慣れた
地域で安心して暮らせるよう、地域全体で支えるサービ
ス提供体制の整備に取り組んでいます。時代や社会の変
化に対応した施策を実行してまいります。

▶市長
　近隣市町村では、キャンプ等もできるグランピング施
設や宿泊施設等に活用しているところもあります。地域
の皆さんと話し合い情報収集し、皆さんに喜んでもらえ
るような施設となるように取り組んでまいります。

　市では障害者の方々のためにどのよ
うな方策を考えているのでしょうか。
市に住むすべての方が心から笑って暮
らせるように、重点的に取り組むべき
と考えていることを教えてください。

障害者の方々が笑って暮らせる市に

　グラウンドを使った植物園や教室を
使った宿泊施設等、廃校を楽しめる施
設にすることで人が増え、過疎化を打
破できるかもしれません。思い出のあ
る学校が廃校になってしまうのはとて
も悲しいです。ご検討をお願いします。

廃校の施設化を

▶市民生活課長
　住所異動等で外国の方が毎日来庁されます。窓口には
翻訳機を設置し対応していますが、外国語の音声案内は
対応できていません。今後も議員提案のサービス等を参
考に住みよいまちづくりを目指していきたいと思います。

▶環境課長
　ごみ箱を常設することで、ごみ拾いといった清掃の軽
減等、様々な効果が望めると思いますが、自分で出した
ごみは持ち帰ることが本来の在り方であると考えますの
で、ごみ箱を常設することは、難しいところです。

中和小 議員

第二中 議員

古城小 議員

飯岡中 議員

第一中 議員

干潟中 議員

萬歳小 議員

海上中 議員
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議 案 審 議６月
定例会

会期　６月８日～６月27日（20日間）

市長提出議案
●予算案件�������������������2件
●条例案件�������������������5件
●人事案件���������������� 22件
●その他案件���������������1件

　この定例会には、令和５年度一般会計補正予算、条例の一部改正、人事案件、専決処分の承認など
30議案が市長より提出され、いずれも原案のとおり可決・同意・承認されました。

議案
第１号

令
和
５
年
度
旭
市

一
般
会
計
補
正
予
算

第
１
子
と
第
２
子
の
給
食
費
を

８
か
月
分
無
償
化

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、
市
内
小
・
中
学
校

の
児
童
・
生
徒
の
う
ち
、
第
１
子
、
第
２
子
に

か
か
る
令
和
５
年
７
月
か
ら
令
和
６
年
３
月
ま

で
の
給
食
費
８
か
月
分
を
無
償
化
。

問
無
償
化
と
な
る
児
童
・
生
徒
数
は
。

答
当
初
か
ら
の
第
３
子
以
降
無
償
化
分
で

6
5
4
人
、
今
回
の
第
１
子
と
第
２
子
無

償
化
分
を
加
え
る
と
4
4
0
6
人
。

市
外
の
小
・
中
学
生
等
へ
給
食
費　

相
当
額
を
給
付

　
市
内
小
・
中
学
校
の
給
食
費
無
償
化
に
合
わ

せ
て
、
市
外
小
・
中
学
校
及
び
特
別
支
援
学
校

に
就
学
す
る
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
、

学
校
給
食
費
に
相
当
す
る
額
を
給
付
。

問
市
外
に
通
う
児
童
・
生
徒
の
内
訳
と
推
移
、

傾
向
は
。

答
特
別
支
援
学
校
70
人
、
公
立
36
人
、
私
立

27
人
、
合
計
1
3
3
人
。
過
去
３
年
間
の

推
移
と
し
て
は
微
増
と
な
っ
て
い
る
。

就
学
前
児
童
へ
３
万
円
を
給
付

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
伴
い
、

自
宅
な
ど
で
就
学
前
児
童
の
育
児
や
見
守
り
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
影
響

の
緩
和
を
図
る
た
め
就
学
前
児
童
１
人
に
つ
き

３
万
円
を
給
付
。

問
対
象
を
未
就
学
児
と
し
た
理
由
と
１
人
３

万
円
と
し
た
根
拠
は
。

答
対
象
に
つ
い
て
は
小
・
中
学
生
へ
の
学
校

給
食
費
の
無
償
化
実
施
に
合
わ
せ
、
保
育

所
等
の
給
食
費
無
償
化
も
検
討
し
た
が
、
保
育

所
等
へ
通
っ
て
い
な
い
児
童
も
い
る
こ
と
か
ら
、

全
体
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
に
、
令
和
３
年
に
実

施
し
た
給
付
金
を
支
給
す
る
こ
と
と
し
た
。
ま

た
、
金
額
に
つ
い
て
は
国
か
ら
の
交
付
金
を
最

大
限
生
か
せ
る
よ
う
、
前
回
の
給
付
額
を
考
慮

し
決
定
し
た
。

問
高
校
生
へ
の
支
給
は
考
慮
し
な
か
っ
た
の

か
。

答
高
校
生
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
も
検
討

し
た
が
、
今
回
は
小
・
中
学
生
の
給
食
費

無
償
化
に
沿
っ
た
形
で
小
さ
な
お
子
さ
ん
の
い

る
家
庭
を
支
援
す
る
こ
と
と
し
た
。

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
へ　
　
　
　

３
万
円
を
給
付

　
国
の
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰
重

点
支
援
地
方
交
付
金
が
増
額
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

物
価
高
騰
に
よ
る
負
担
増
を
踏
ま
え
、
特
に
家

計
へ
の
影
響
が
大
き
い
住
民
税
非
課
税
世
帯
等

に
対
し
、
１
世
帯
あ
た
り
３
万
円
を
給
付
。

議案
第４号

教
育
委
員
会

教
育
長
の
任
命

　
現
教
育
長
の
任
期
が
本
年
８
月
18
日
に
満
了

す
る
た
め
、
後
任
の
教
育
長
を
任
命
す
る
に
あ

た
り
、
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関

す
る
法
律
第
４
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
議

会
の
同
意
を
求
め
る
。

問
教
育
長
の
後
任
人
事
に
つ
い
て
、
任
命
に

至
っ
た
経
緯
は
。

答
こ
れ
ま
で
の
教
育
行
政
へ
の
関
わ
り
、
経

歴
、
人
柄
、
教
育
に
対
す
る
深
い
識
見
か

ら
向
後
氏
が
適
任
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

問
新
教
育
長
に
期
待
す
る
こ
と
は
。

答
現
教
育
長
が
し
た
よ
う
に
、
教
育
委
員
会

の
会
務
を
総
理
し
、
教
育
委
員
会
を
代
表

す
る
と
と
も
に
、
具
体
の
事
務
を
執
行
す
る
教

育
行
政
の
第
一
義
的
な
責
任
者
と
し
て
の
責
任

を
果
た
し
て
も
ら
い
た
い
と
期
待
し
て
い
る
。
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常任委員会審査Ｑ＆Ａ
議案や請願・陳情を分野別に各委員会に振り分け、専門的に審査をします。審査後は、賛成・反対を決め、
本会議で報告します。

今回の議案・請願には、建設経済常任委員会が所管とする分野がなかったため、委員会は開催されませんでした。

建設経済常任委員会

令和５年度旭市一般会計補正予算の議
決について（議案第１号）　

Ｑ 給食の食材について、旭市産、千
葉県産を優先して使用していると

のことだが、物価高騰の中で購入先の
決定方法は。

Ａ 見積もり合わせを行い、一番値段
の安いところから買うのが基本。

ただし、牛乳やお米等は年間単価契約
している。

Ｑ 農薬を使わない食材による給食の
提供はできないか。

Ａ 千葉県内でも農薬を使わないお米
を給食に使うことを実施している

市があり、農薬を使わない有機野菜を
子どもの健康のためにも進めたいとい
う思いが多くあるのは承知している。
ただ、旭市では１日に5000食を作る

ので、食材を揃えるのが難しく、金額
も高額になることもあり、踏み切れな
いでいる。今後の検討材料とさせてい
ただきたい。
旭市家庭的保育事業等の設備及び運営
に関する基準を定める条例及び旭市特
定教育・保育施設及び特定地域型保育
事業並びに特定子ども・子育て支援施
設等の運営に関する基準を定める条例
の一部を改正する条例の制定について

（議案第２号）

Ｑ 内容としては厚生労働大臣を内閣
総理大臣に改めるものだが、なぜ

改める必要があったのか。

Ａ 保育の基本的な事項や順守すべき
保育の内容等を定めた「保育所保

育指針」をこれまでは厚生労働大臣が
出していたが、子ども家庭庁設置法等

の施行に伴い、国が指針を出すのを内
閣総理大臣に変更したので、市の条例
も同様に改める必要がある。

審査結果
委員会付託の３議案について、議案第
１号については賛成多数で、その他議
案は全員賛成で原案のとおり可決、承
認。請願２件について、全員賛成で採択。

文教福祉常任委員会

第二給食センターを視察

旭市火災予防条例の一部を改正する条
例の制定について（議案第３号）　

Ｑ 消防本部への届け出の対象となっ
ている、全出力50Kwを超える電

気自動車の急速充電設備は市内に設置
されているのか。

Ａ 現在消防本部への届け出はない。
届け出対象外の全出力50Kw以下

の充電設備については、道の駅季楽里
あさひやショッピングセンター、ホテ
ル等の駐車場に設置されている。

Ｑ 一般家庭用の20Kw以下の充電設
備が増えてきているが、今後定期

的な検査等が義務付けられるのか。

Ａ20Kw以下の家庭用の充電設備に
ついては、安全性が確保されてい

ることから、消防本部での検査等はな

く、今後行うということも聞いていない。
専決処分の承認について（旭市税条例
の一部を改正する条例）（議案第27号）

Ｑ 令和６年度から、森林環境税を１
人1000円収める場合、現状で賦

課される金額はいくらか。

Ａ 令和５年度の市県民税の均等割
を賦課した人数が3万3219人な

ので、令和５年度ベースで3321万
9000円になる。
工事請負契約の締結について（防災行
政無線改修工事）（議案第30号）

Ｑ 改修することで電波状況改善のほ
か、戸別受信機の機能付加等はあ

るのか。

Ａ 文字放送可能な戸別受信機を聴覚
が不自由な方へ配布する予定。

審査結果
委員会付託の５議案について、全員賛
成で原案のとおり可決、承認。

総務常任委員会

聴覚が不自由な方へ配布予定の文字放送
可能な戸別受信機のサンプル
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○＝賛成　×＝反対　議＝議長　※議長は採決に加わりません。賛否が分かれた議案等と審議結果

議
案
番
号

件　
　
名

議
決
結
果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20
常
世
田
正
樹

伊
藤　
春
美

菅
谷　
道
晴

戸
村
ひ
と
み

伊
場　
哲
也

﨑
山　
華
英

永
井　
孝
佳

井
田　
　
孝

島
田　
　
恒

桐　
文
夫

遠
藤　
保
明

林　
　
晴
道

宮
内　
　
保

飯
嶋　
正
利

宮
澤　
芳
雄

伊
藤　
房
代

向
後　
悦
世

景
山
岩
三
郎

木
内　
欽
市

松
木
源
太
郎

 市　長　提　出　議　案
1 令和５年度旭市一般会計補正予算の議決について 可決 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇
30 工事請負契約の締結について（防災行政無線改修工事） 可決 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 ×

令和５年第２回定例会 審議結果一覧

議案２　�　�旭市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準
を定める条例及び旭市特定教育・保育施設及び特定
地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設
等の運営に関する基準を定める条例の一部を改正す
る条例の制定について

議案３　　�旭市火災予防条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

議案４　�　�旭市教育委員会教育長の任命につき同意を求めるこ
とについて

議案５　　�旭市教育委員会委員の任命につき同意を求めること
について

請願１　　「義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書」採択に関する請願
請願２　　「国における2024年度教育予算拡充に関する意見書」採択に関する請願
発議１　　義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書の提出について
発議２　　国における2024年度教育予算拡充に関する意見書の提出について

議案６-８　�旭市固定資産評価審査委員会委員の選任につき同
意を求めることについて

議案９-25  �旭市農業委員会委員の任命につき同意を求めるこ
とについて

議案26　　�専決処分の承認について（令和５年度旭市一般会計
補正予算）

議案27　　�専決処分の承認について（旭市税条例の一部を改正
する条例）

議案28　　�専決処分の承認について（旭市都市計画税条例の一
部を改正する条例）

議案29　　�専決処分の承認について（旭市国民健康保険税条例
の一部を改正する条例）

全員賛成で議決した議案等

〈議案第４号〉教育長　向後依明（飯岡）　〈議案第５号〉教育委員会委員　平野勝久（後草）　
〈議案第６-８号〉固定資産評価審査委員会委員　髙根雅人（ロ）、嶋田一豊（三川）、　佐藤一則（飯岡）　
〈議案第９-25号〉農業委員会委員　加瀬政夫（琴田）、伊藤茂雄（三川）、大越義昭（三川）、髙橋勤（川口）、川口誠一（米込）、
岩岡喜久男（萬力）、林正明（ニ）、木村悦子（清和乙）、加瀬茂 （塙）、鷺山敦美（西足洗）、嶋田明範（見広）、安藤育生（幾世）、
鈴木京子（足川）、浪川勝子（後草）、飯嶌伊千良（琴田）、岩﨑傳一（入野）、渡邉茂 （溝原）

議案第４号から25号までの人事案件について、以下の方々が議会で同意されました。※議案順人 事 案 件

討 論

反対　﨑山華英議員
　学校給食費の支援にとらわれ過ぎて、物価高騰
全体に対する影響を受けた生活者の支援が、狭い
視野で検討されているように感じる。物価高騰は
食費以外にも大きな影響を与えており、一番のあ
おりを受けているのは高校生のいる世帯だと考え
ても過言ではない。物価高騰に対する交付金の活
用方法に高校生が含まれないことに合理的な理由
が見つからず、支援のきめ細やかさにかけると判
断したため、反対する。

反対　松木源太郎議員
　要求水準書の中には議会で説明する事項が多くあったが説明
をしていない。電波の問題等についても説明不足で、議会に対
し十分な説明をしないまま提案をしているため、反対する。

〈議案第30号〉〈議案第１号〉

反対　戸村ひとみ議員
　１点目、公募時の予算と契約金額との差が２億円以上あり、
予定価格の積算根拠が疑われる。２点目、評価基準の配点が開
示されないままでは十分な審議ができず議員の責務を果たせる
状況にない。以上２点を根拠に、反対する。
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一般質問
市政を問う！

第２回定例会

水
道
事
業
に
つ
い
て

問
既
存
給
水
管
で
、
容
量
不
足
に

よ
り
新
規
引
き
込
み
が
で
き
な

い
箇
所
が
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か
。

答
詳
細
な
地
域
は
把
握
し
て
い
な

い
が
、
昨
年
度
水
量
不
足
に
よ

る
配
水
管
等
の
増
径
が
必
要
と
回
答
し

た
地
区
は
、
旭
地
域
で
12
地
区
、
海
上

地
域
で
３
地
区
、
飯
岡
地
域
で
２
地
区
、

干
潟
地
域
で
１
地
区
と
な
っ
て
い
る
。

問
集
合
住
宅
の
建
設
や
宅
地
分
譲

は
、
旭
市
に
移
住
さ
れ
る
方
々

へ
の
住
ま
い
の
提
供
に
も
な
る
。
水
道

事
業
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
水
道
施
設
耐
震
化

計
画
に
基
づ
い
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、

そ
う
い
う
計
画
に
対
し
て
後
れ
を
取
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
現
状
は
移
住

を
勧
め
な
が
ら
も
、
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

が
間
に
合
っ
て
い
な
い
。
水
道
事
業
ビ

ジ
ョ
ン
及
び
水
道
施
設
耐
震
化
計
画
を

見
直
す
考
え
は
な
い
の
か
。

答
必
要
に
応
じ
て
適
宜
見
直
し
を

行
う
予
定
。
水
道
事
業
ビ
ジ
ョ

ン
で
は
、
経
営
基
盤
を
強
化
し
将
来
に

続
け
る
「
持
続
」
、
安
心
し
て
お
い
し

く
飲
め
る
水
道
水
を
供
給
す
る
「
安

全
」
、
災
害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に

と
ど
め
る
「
強
靱
」
を
基
本
方
針
と
し

て
お
り
、
当
面
の
間
は
、
こ
の
基
本
方

針
を
実
現
す
る
べ
く
尽
力
し
た
い
。
移

住
の
促
進
も
重
要
な
施
策
の
一
つ
な
の

で
、
関
係
課
と
協
議
し
つ
つ
、
移
住
促

進
の
た
め
の
各
種
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
方

向
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い
て

問
大
原
幽
学
記
念
館
は
ス
ロ
ー
プ

等
が
あ
り
、
建
物
自
体
は
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
て
い
る
が
、
北
側
駐

車
場
か
ら
記
念
館
に
行
く
に
は
急
傾
斜

の
階
段
や
園
路
が
あ
り
、
高
齢
者
の
方

等
は
行
き
に
く
い
。
多
く
の
人
が
行
き

や
す
い
よ
う
な
整
備
は
で
き
な
い
の
か
。

答
今
年
度
、
記
念
館
北
側
の
進
入

路
や
駐
車
場
等
の
整
備
を
進
め

て
い
る
。
今
後
も
高
齢
者
や
障
害
者
等

が
円
滑
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
に
配
慮
し
た
駐
車
場
や
園
路
等

の
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦�

投
票
率
に
つ
い
て

井田 孝 議員

一般質問とは、本会議で議員が行う市政全般に関する質問です。旭市のさまざまな課題など
について、市の考えを聞き、説明を求めます。主な質問と答弁の要旨は次のとおりです。

水道事業ビジョン表紙
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水
道
事
業
の
広
域
連
携
に
つ
い
て

問
検
討
状
況
及
び
今
後
の
取
り
組

み
を
伺
う
。

答
銚
子
市
、
東
庄
町
と
広
域
連
携

に
関
す
る
研
究
会
を
立
ち
上
げ
、

令
和
元
年
度
よ
り
調
査
・
研
究
を
重
ね

て
き
た
。
銚
子
市
、
旭
市
、
東
庄
町
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
東
総
ブ
ロ
ッ
ク
で

は
、
末
端
給
水
事
業
の
み
の
広
域
化
で

は
効
果
が
限
定
さ
れ
る
と
い
う
共
通
認

識
の
下
、
用
水
供
給
を
担
う
東
総
広
域

水
道
企
業
団
を
加
え
た
４
団
体
に
よ
る

水
道
事
業
統
合
・
広
域
化
の
検
討
会
を

設
置
し
、
検
討
を
進
め
て
い
る
。

問
４
団
体
に
よ
る
検
討
会
を
設
置

し
た
狙
い
と
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
は
。

答
広
域
化
の
狙
い
は
よ
り
大
き
な

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し

た
事
業
展
開
が
可
能
に
な
る
こ
と
。
メ

リ
ッ
ト
は
人
材
、
資
金
、
施
設
等
の
経

営
資
源
の
有
効
的
な
活
用
に
よ
り
、
経

営
の
効
率
化
・
基
盤
強
化
、
災
害
・
事

故
の
緊
急
対
応
力
の
強
化
、
職
員
の
経

験
や
専
門
知
識
の
蓄
積
に
よ
る
ス
キ
ル

向
上
が
考
え
ら
れ
る
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、

異
な
る
料
金
体
系
の
統
合
、
浄
水
場
を

含
め
た
施
設
の
統
廃
合
の
調
整
が
難
し

い
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

消
防
広
域
化
及
び
共
同
化
に
つ
い
て

問
ど
の
よ
う
な
事
業
を
行
っ
て
い

る
の
か
。

答
平
成
25
年
４
月
１
日
よ
り
、
千

葉
県
北
東
部
・
南
部
ブ
ロ
ッ
ク

の
20
消
防
本
部
で
構
築
し
た
「
ち
ば
消

防
共
同
指
令
セ
ン
タ
ー
」
の
運
用
が
開

始
さ
れ
、
通
信
指
令
業
務
を
移
行
し
、

共
同
化
し
た
。
共
同
化
し
た
こ
と
で
、

業
務
の
効
率
化
、
各
消
防
本
部
と
の
連

携
、
情
報
の
共
有
が
可
能
と
な
り
、
相

互
応
援
体
制
が
強
化
さ
れ
た
。

問
首
都
直
下
地
震
や
南
海
ト
ラ
フ

地
震
等
の
広
域
に
わ
た
る
被
害

が
想
定
さ
れ
る
大
規
模
自
然
災
害
に
対

し
て
の
体
制
は
整
っ
て
い
る
か
。

答
全
国
規
模
の
災
害
派
遣
体
制
で

あ
る
「
緊
急
消
防
援
助
隊
」
が

あ
り
、
旭
市
に
大
き
な
被
害
が
発
生
し

た
場
合
は
、
全
国
よ
り
緊
急
消
防
援
助

隊
が
出
動
す
る
体
制
が
構
築
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
首
都
直
下
地
震
、
南
海
ト

ラ
フ
地
震
に
つ
い
て
は
、
計
画
が
定
め

ら
れ
、
応
援
体
制
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
つ
い
て

島田 恒 議員

文
化
財
の
保
護
と
活
用
に
つ
い
て

問
市
内
の
指
定
文
化
財
の
件
数
は
。

答
国
指
定
が
２
件
、
県
指
定
が
14

件
、
市
指
定
が
１
１
４
件
。
合

計
１
３
０
件
。
地
域
別
で
は
旭
地
域
23
件
、

海
上
地
域
47
件
、
飯
岡
地
域
10
件
、
干

潟
地
域
50
件
。
合
併
後
の
指
定
は
１
件

で
平
成
20
年
に
太
田
の
エ
ン
ヤ
ー
ホ
ー
が

県
指
定
に
追
加
さ
れ
て
い
る
。

問
文
化
財
の
教
育
現
場
で
の
活
用

状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答
郷
土
の
偉
人
や
文
化
財
、
伝
統

文
化
等
に
つ
い
て
は
、
社
会
科

副
読
本
の
中
で
、
椿
の
海
の
干
拓
に
尽

力
し
た
鉄
牛
和
尚
、
農
村
を
豊
か
に
し

た
大
原
幽
学
、
さ
つ
ま
い
も
の
苗
作
り

を
広
め
た
穴
澤
松
五
郎
、
落
花
生
を
広

め
た
金
谷
総
蔵
、
祭
り
等
に
つ
い
て
取

り
上
げ
て
い
る
。

問
観
光
や
地
域
振
興
に
ど
の
よ
う

に
結
び
付
け
て
い
く
の
か
。

答
観
光
物
産
協
会
に
お
い
て
御
朱

印
の
お
城
版
と
し
て
御
城
印
事

業
を
実
施
。
椿
の
海
を
舞
台
と
し
た
周

遊
ツ
ア
ー
に
山
城
め
ぐ
り
を
組
み
込
む

等
新
た
な
魅
力
の
掘
り
起
こ
し
と
し
て

文
化
財
を
活
用
し
て
い
る
。

問
文
化
財
の
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
文
化
財
の

紹
介
、
文
化
財
の
説
明
看
板
に

Q
R
コ
ー
ド
を
入
れ
、
詳
し
い
情
報
に

ア
ク
セ
ス
で
き
る
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
。
ま
た
、
重
要
な
も
の
や
劣
化
が

著
し
い
も
の
か
ら
順
に
デ
ジ
タ
ル
化
を

進
め
、
将
来
的
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
の
文

化
財
ポ
ー
タ
ル
で
の
公
開
を
目
指
す
。

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
に
つ
い
て

問
本
構
想
に
基
づ
く
農
業
生
産
の

効
率
化
、
地
域
産
業
の
振
興
、

観
光
振
興
の
更
な
る
展
開
に
つ
い
て
伺
う
。

答
「
千
葉
県
ス
マ
ー
ト
農
業
推
進

方
針
」
に
基
づ
き
、
農
業
の
持

続
的
な
発
展
を
目
指
し
た
、
ス
マ
ー
ト

農
業
を
推
進
し
、
農
業
者
に
対
す
る
相

談
受
付
や
国
・
県
補
助
事
業
の
紹
介
、

申
請
書
の
作
成
支
援
等
を
行
っ
て
い

る
。
昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
広
告
に
つ

い
て
、
今
年
度
は
冬
季
向
け
の
動
画
を

作
成
す
る
予
定
。
さ
ら
に
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
に
よ
る
ネ
ッ
ト
広
告
を
活
用
す
る

こ
と
で
、
全
国
に
向
け
て
旭
市
を
発
信

し
、
さ
ら
に
幅
広
い
世
代
の
新
規
観
光

客
の
獲
得
に
努
め
て
行
く
。

菅谷 道晴 議員
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５
類
移
行
後
の
活
動
の
考
え
方
は
？

問
こ
れ
ま
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
と
し
て
市
内
イ
ベ
ン
ト

や
学
校
行
事
の
縮
小
・
中
止
が
相
次
い

で
き
た
が
、
５
類
と
な
っ
た
今
後
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
今
後
は
市
民
と
事
業
者
、
市
が

一
体
と
な
っ
た
チ
ー
ム
旭
で
コ

ロ
ナ
前
に
勝
る
、
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
や
交
流
が
図
れ
る
よ
う
イ
ベ
ン
ト
や

学
校
行
事
の
開
催
を
目
指
し
た
い
。

病
中
児
保
育
の
実
施
に
つ
い
て

問
核
家
族
が
増
え
て
い
る
中
で
幼
児

を
育
て
る
親
の
就
労
支
援
と
し
て

病
中
児
対
応
保
育
は
必
須
と
考
え
る
。
市

内
小
児
科
の
減
少
も
課
題
と
な
っ
て
い
る

状
況
を
加
味
し
、
病
中
児
保
育
併
設
の
小

児
科
を
誘
致
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答
市
内
小
児
科
医
が
減
少
し
て
い

る
こ
と
は
課
題
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
が
、
県
全
体
で
も
小
児
科
医

が
不
足
し
て
い
る
た
め
病
児
対
応
型
の

小
児
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
誘
致
は
大
変
難

し
い
と
考
え
る
。
病
児
保
育
は
病
院
併

設
型
・
保
育
所
等
併
設
型
の
ど
ち
ら
も

医
療
機
関
の
協
力
が
不
可
欠
な
た
め
実

施
は
難
し
い
が
先
進
事
例
を
参
考
に
し

な
が
ら
調
査
・
研
究
し
て
い
き
た
い
。

ラ
ン
ド
セ
ル
以
外
の
選
択
肢
は
？

問
ラ
ン
ド
セ
ル
に
つ
い
て
、
近
年

価
格
が
高
騰
し
て
い
る
こ
と
で

家
庭
に
大
き
な
負
担
が
か
か
る
だ
け
で

な
く
、
重
さ
に
よ
り
子
ど
も
へ
の
健
康

被
害
が
起
こ
っ
た
事
例
も
あ
る
。
最
近

は
ラ
ン
ド
セ
ル
よ
り
も
安
く
て
軽
い
通

学
用
バ
ッ
グ
と
の
選
択
制
が
増
え
て
き

た
よ
う
だ
が
、
本
市
の
小
学
校
で
使
用

が
認
め
ら
れ
て
い
る
ラ
ン
ド
セ
ル
以
外

の
通
学
用
バ
ッ
グ
は
あ
る
か
。
あ
る
な

ら
も
っ
と
周
知
で
き
な
い
か
。

答
市
内
小
学
校
で
は
児
童
の
安
全

面
を
重
視
し
な
が
ら
ラ
ン
ド
セ

ル
以
外
の
バ
ッ
グ
に
つ
い
て
も
相
談
に

応
じ
て
い
る
。
現
在
も
通
学
時
に
学

用
品
が
入
り
、
両
手
の
自
由
が
利
く

リ
ュ
ッ
ク
型
バ
ッ
グ
や
箱
型
バ
ッ
グ
、

デ
イ
バ
ッ
グ
等
は
使
用
可
能
と
し
て
い

る
の
で
、
入
学
説
明
会
の
資
料
等
で
保

護
者
へ
周
知
で
き
る
よ
う
に
検
討
し
て

い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
コ
ロ
ナ
禍
の
移
住
促
進
に
つ
い
て

◦
学
用
品
準
備
の
負
担
軽
減
・
就
学
支

援
に
つ
い
て

◦
未
成
年
の
性
被
害
に
つ
い
て

﨑山 華英 議員

協
働
の
促
進
に
つ
い
て

問
区
や
自
治
会
へ
の
加
入
率
は
、

世
帯
が
増
加
し
て
い
る
の
に
も

関
わ
ら
ず
、
直
近
５
年
間
で
３
・
９
％

も
減
少
し
、
令
和
４
年
４
月
の
時
点
で

59
・
４
％
に
な
っ
た
。
４
割
以
上
の
市

民
が
区
等
に
加
入
し
て
い
な
い
現
状
か

ら
、
今
後
も
区
等
を
続
け
る
必
要
性
が

あ
る
の
か
と
疑
問
を
感
じ
る
方
が
多
い
。

私
は
区
や
自
治
会
は
続
け
る
べ
き
で
あ

る
と
考
え
る
。
震
災
や
災
害
等
の
非
常

時
に
行
政
か
ら
の
指
示
や
援
助
を
受

け
る
組
織
と
し
て
必
要
不
可
欠
で
あ
る

と
思
う
。
し
か
し
、
今
の
ま
ま
で
は
若

い
世
代
の
方
に
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。

今
後
も
組
織
を
維
持
継
続
し
て
い
く
の

で
あ
れ
ば
、
推
薦
す
る
役
員
の
人
数
を

減
ら
し
た
り
、
報
酬
制
に
し
た
り
す
る

等
の
対
策
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

市
長
の
見
解
を
伺
う
。

答
区
等
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

醸
成
が
旭
市
全
体
の
活
力
の
源

に
な
る
と
考
え
て
お
り
、
将
来
に
向
け

て
存
続
す
べ
き
組
織
で
あ
る
と
強
く
思

う
。
区
や
自
治
会
の
在
り
方
も
時
代
の

変
化
に
合
わ
せ
て
対
応
で
き
る
よ
う
、

市
と
し
て
も
サ
ポ
ー
ト
に
努
め
る
。

居
住
環
境
の
充
実
に
つ
い
て

問
銚
子
連
絡
道
路
の
開
通
が
現
実

に
な
り
、
市
民
の
交
通
の
利
便

性
向
上
、
物
流
の
円
滑
化
、
観
光
客
の

増
加
等
、
大
い
に
期
待
が
も
て
る
。
豊

畑
地
区
に
開
設
さ
れ
る
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
周
辺
の
土
地
利
用
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
状
態
に
す
る
の
が
本
市
に

と
っ
て
ベ
ス
ト
な
の
か
。
農
地
の
ま
ま

が
良
い
の
か
、
開
発
を
進
め
て
い
く
の

か
、
こ
の
地
域
を
ど
う
デ
ザ
イ
ン
し
て

い
く
か
、
ど
う
活
用
し
て
い
く
か
で
旭

市
の
未
来
が
決
ま
る
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
。
早
急
に
検
討
委
員
会
等
を

立
ち
上
げ
て
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
と

思
う
が
、
見
解
を
伺
う
。

答
銚
子
連
絡
道
路
の
匝
瑳
市
旭
市

区
間
は
令
和
４
年
度
に
事
業
化

さ
れ
た
ば
か
り
で
、
開
通
が
令
和
13
年

度
の
予
定
で
あ
る
現
時
点
で
は
、
具
体

的
な
整
備
計
画
は
な
く
、
検
討
委
員
会

等
の
設
置
予
定
も
な
い
が
、
県
か
ら
の

助
言
、
他
自
治
体
の
状
況
や
取
り
組
み

を
参
考
に
開
発
や
委
員
会
等
の
必
要
性

に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦�

多
世
代
交
流
施
設
お
ひ
さ
ま
テ
ラ
ス

の
こ
れ
ま
で
の
実
績
と
今
後
の
展
望

に
つ
い
て　

常世田 正樹 議員
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ＱＲコードを読み取ると、質問した議員の録画映像がご覧いただけます。

学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

問
教
員
は
ど
ん
な
に
時
間
外
労
働

を
し
て
も
残
業
代
が
支
払
わ
れ

な
い
代
わ
り
に
給
与
月
額
の
４
％
が
み

な
し
手
当
と
し
て
一
律
に
支
給
さ
れ
て

い
る（
教
職
調
整
額
）。
そ
の
た
め
定
額

で
働
か
せ
放
題
と
な
り
、
長
時
間
の
残

業
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

教
員
の
労
働
環
境
を
改
善
し
な
い
と
教

員
不
足
は
解
消
し
な
い
と
考
え
る
が
見

解
を
伺
う
。

答
教
職
調
整
額
に
つ
い
て
は
、
現

在
文
部
科
学
省
の
中
央
審
議
会

で
諮
問
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
国
の
動

向
に
注
視
し
て
い
き
た
い
。
市
と
し
て

は
働
き
方
改
革
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、

教
育
現
場
の
声
を
聞
く
と
と
も
に
、
教

育
補
助
員
の
増
員
や
校
務
の
デ
ジ
タ
ル

化
等
働
き
方
改
革
に
努
め
て
い
る
。

問
定
額
で
働
か
せ
放
題
の
制
度
が

あ
る
限
り
労
働
環
境
の
改
善
は

難
し
い
と
思
う
。
こ
の
声
を
国
に
届
け

て
も
ら
え
な
い
か
。

答
中
央
審
議
会
で
「
教
員
の
処
遇

改
善
」「
働
き
方
改
革
」「
学
校
の

体
制
充
実
」
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
。

具
体
策
が
ま
と
め
ら
れ
る
予
定
に
な
っ

て
い
る
の
で
、
今
後
も
国
の
動
向
を
注

視
し
た
い
。

協
働
の
促
進
に
つ
い
て

問
寄
付
金
や
分
担
金
等
、
区
に
加

入
し
て
い
る
世
帯
だ
け
が
負
担

し
て
い
る
費
用
が
あ
る
が
不
公
平
感
の

解
消
策
が
な
い
か
伺
う
。

答
区
と
し
て
は
区
の
役
割
や
活
動

を
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
努

力
し
、
市
と
し
て
も
分
か
り
や
す
い
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
す
る
等
、
区
の
加

入
促
進
運
動
の
サ
ポ
ー
ト
を
継
続
し
て

い
く
。
加
入
に
結
び
つ
く
こ
と
が
不
公

平
感
の
解
消
に
つ
な
が
る
も
の
だ
と
考

え
る
。

問
各
種
寄
付
金
は
大
切
な
も
の
だ

が
区
の
運
営
が
厳
し
い
場
合
は

寄
付
金
額
を
減
額
し
て
も
仕
方
な
い
と

い
う
認
識
で
よ
い
か
。

答
募
金
や
寄
付
等
は
社
会
貢
献
活

動
の
一
つ
で
あ
り
積
極
的
に
参

画
を
お
願
い
し
た
い
が
、
任
意
な
の
で

区
民
の
総
意
で
あ
れ
ば
減
額
も
仕
方
な

い
と
考
え
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
消
防
組
織
体
制
の
充
実
に
つ
い
て

◦
漁
港
エ
リ
ア
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
健
康
保
険
証
と
し
て

利
用
す
る
場
合
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

問
全
国
で
も
人
的
ミ
ス
等
が
出
て

お
り
、
法
律
の
整
備
も
追
い
つ

い
て
い
な
い
と
感
じ
る
中
、
現
在
の
状

況
を
伺
う
。

答
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
は
紐

付
け
等
の
ミ
ス
等
の
報
道
が
か

な
り
あ
っ
た
が
、
現
在
使
用
さ
れ
て
い

る
紙
の
被
保
険
者
証
に
つ
い
て
は
、
な

り
す
ま
し
等
に
よ
る
不
正
利
用
の
報
告

は
受
け
て
い
な
い
。

学
校
給
食
の
完
全
無
償
化
に
つ
い
て

問
無
償
化
を
実
施
し
て
い
る
他
の

自
治
体
で
財
政
調
整
基
金
を
切

り
崩
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
他
の

財
源
を
回
し
た
り
、
マ
イ
ナ
ス
シ
ー
リ

ン
グ
等
で
実
施
し
て
い
る
と
思
う
。
ま

た
、
旭
市
は
給
食
費
滞
納
者
が
少
な
い

こ
と
か
ら
、
給
食
に
対
し
て
理
解
を
い

た
だ
い
て
い
る
と
思
う
。
で
あ
れ
ば
、

食
の
宝
庫
だ
と
い
わ
れ
る
旭
市
で
、
全

国
に
先
駆
け
て
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
で
は

な
く
、
見
た
目
に
も
素
晴
ら
し
い
給
食

を
提
供
す
る
こ
と
も
大
事
だ
と
考
え
る
。

答
担
当
栄
養
教
諭
が
子
ど
も
た
ち

に
お
い
し
く
食
べ
て
も
ら
え
る

よ
う
工
夫
を
凝
ら
し
て
、
給
食
を
作
っ

て
い
る
。
P
R
と
し
て
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
等
で
給
食
を
作
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を

写
真
つ
き
で
お
知
ら
せ
し
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
つ
い
て

問
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
、
春

開
始
接
種
の
状
況
と
秋
以
降
も

接
種
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
そ
の

準
備
に
つ
い
て
伺
う
。

答
春
開
始
接
種
は
５
月
８
日
か
ら

８
月
31
日
の
期
間
で
重
症
化
リ

ス
ク
の
高
い
方
、
医
療
従
事
者
等
を
対

象
に
実
施
。
６
月
10
日
現
在
で
65
歳
以

上
の
予
約
済
み
が
８
０
６
６
人
で
予
約

率
42
・
５
％
、
う
ち
接
種
済
み
が
１
７

４
３
人
で
接
種
率
９
・
２
％
。
秋
接
種

に
つ
い
て
は
、
初
回
接
種
が
済
ん
で
い

る
５
歳
以
上
の
す
べ
て
の
方
が
対
象
で
、

９
月
以
降
の
実
施
を
予
定
し
て
い
る
。

永井 孝佳 議員

飯嶋 正利 議員
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11 あさひ議会だより　第70号



A
I（
人
工
知
能
）の
活
用
に
つ
い
て

問
質
問
に
応
じ
て
自
然
な
文
章
を

作
成
す
る
対
話
型
A
I「
チ
ャ
ッ

ト
G
P
T
」
の
活
用
に
つ
い
て
市
と
教

育
委
員
会
の
見
解
を
伺
う
。

答
現
在
、
市
の
行
政
事
務
の
処
理

に
は
使
用
し
て
い
な
い
。
個
人

情
報
、
正
確
性
等
の
問
題
に
注
意
し
て

使
用
す
れ
ば
事
務
の
効
率
化
に
有
効
で

あ
る
。
教
育
委
員
会
で
は
、
小
・
中
学

校
の
情
報
モ
ラ
ル
教
育
を
活
用
し
な
が

ら
、
チ
ャ
ッ
ト
G
P
T
を
含
め
、
児

童
・
生
徒
が
適
切
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

環
境
等
を
活
用
で
き
る
よ
う
、
国
の
動

向
を
注
視
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

沖
縄
交
流
事
業
・
茅
野
市
児
童

交
流
事
業
の
促
進
に
つ
い
て

問
４
年
ぶ
り
の
実
施
で
新
た
に
取

り
入
れ
た
点
や
変
更
し
た
点
は
。

答
沖
縄
交
流
の
参
加
児
童
数
を
学

校
規
模
に
応
じ
て
募
集
。
事
前

説
明
会
に
保
護
者
も
参
加
し
て
も
ら
い
、

理
解
を
深
め
、
問
い
合
わ
せ
を
な
く
し

学
校
の
負
担
を
軽
減
。
茅
野
市
と
の
交

流
事
業
は
、
学
校
の
輪
番
制
を
廃
止
し
、

チ
ラ
シ
に
よ
り
募
集
を
行
い
学
校
の
負

担
を
な
く
し
た
。
姉
妹
都
市
の
一
層
の

親
善
を
図
り
た
い
。

商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て

問
既
存
企
業
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、

支
援
状
況
と
雇
用
の
増
加
を
図

る
取
り
組
み
を
伺
う
。

答
中
小
企
業
金
融
対
策
事
業
、
制

度
融
資
利
子
補
給
事
業
を
通
し

て
、
市
内
の
中
小
企
業
の
振
興
を
図
っ

て
い
る
。
旭
市
企
業
誘
致
及
び
雇
用
の

促
進
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
、
固
定

資
産
税
の
免
除
や
雇
用
等
に
奨
励
金
を

交
付
し
、
既
存
企
業
の
設
備
投
資
の
促

進
や
雇
用
の
創
出
を
図
っ
て
い
る
。

市
長
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
に
つ
い
て

問
東
総
地
域
の
発
展
・
観
光
等
に

お
け
る
広
域
連
携
の
推
進
に
つ

い
て
、
進
捗
状
況
の
評
価
を
伺
う
。

答
観
光
物
産
協
会
が
、
椿
の
海
を

テ
ー
マ
に
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
等
を

開
催
。
千
葉
県
サ
イ
ク
リ
ン
グ
協
会
が

旭
市
を
発
着
点
と
し
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を

巡
る
事
業
を
開
催
。
今
年
２
月
、
人
口

減
少
の
緩
和
・
地
域
内
経
済
循
環
の
実

現
等
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
九

十
九
里
地
域
市
町
村
連
携
チ
ー
ム
を
設

立
。
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
や
課
題
解
決

に
つ
な
が
る
と
期
待
し
て
い
る
。

災
害
に
強
く
環
境
の
よ
い
旭
市
に

問
線
状
降
水
帯
に
よ
る
豪
雨
や
台

風
被
害
が
予
測
さ
れ
た
場
合
、

避
難
所
開
設
は
ど
の
く
ら
い
前
に
決
定
、

周
知
さ
れ
る
の
か
。

答
避
難
指
示
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
深

夜
、
あ
る
い
は
明
け
方
等
と
見

込
ま
れ
る
と
き
は
、
状
況
が
悪
化
す
る

前
に
避
難
所
開
設
を
決
め
、
防
災
行
政

無
線
等
を
通
じ
て
開
設
の
案
内
を
す
る
。

６
月
の
大
雨
で
は
ピ
ー
ク
時
の
概
ね
半

日
前
に
開
設
の
案
内
を
行
っ
た
。

問
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
主
力

電
源
力
に
期
待
さ
れ
る
次
世
代

の
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽
電
池
が
実
用

化
さ
れ
た
際
は
、
先
進
的
事
例
と
し
て

設
置
は
で
き
な
い
か
。

答
研
究
成
果
を
見
据
え
つ
つ
、
太

陽
光
発
電
設
備
を
設
置
す
る
際

に
は
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。問

大
規
模
災
害
時
は
、
ト
イ
レ
環

境
に
様
々
な
課
題
が
あ
る
。
移

動
式
の
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
の
導
入
は

で
き
な
い
か
。

答
災
害
時
の
ト
イ
レ
対
策
と
し
て

携
帯
型
や
簡
易
型
の
ト
イ
レ
の

備
蓄
が
あ
る
。
導
入
で
は
な
く
事
業
者

と
の
協
定
締
結
で
の
運
用
の
可
能
性
は

考
え
ら
れ
る
。

市
民
の
暮
ら
し
を
詐
欺
被
害

か
ら
守
る

問
電
話
de
詐
欺
の
県
内
の
年
齢
別

の
被
害
人
数
は
。

答
令
和
５
年
の
４
月
末
現
在
で
、

80
歳
以
上
2
3
7
人
、
70
歳
代

1
2
5
人
、
60
歳
代
93
人
、
50
歳
代
９

人
、
40
歳
以
下
６
人
、
合
計
4
7
0
人
。

問
詐
欺
被
害
の
９
割
以
上
が
65
歳

以
上
の
高
齢
者
。
希
望
者
に
対

し
、
電
話
に
装
着
す
る
詐
欺
対
策
用
の

簡
易
型
自
動
録
音
機
「
録
音
チ
ュ
ー
」

の
無
料
配
布
は
で
き
な
い
か
。

答
現
在
の
と
こ
ろ
予
定
は
な
い
が
、

今
後
の
被
害
防
止
を
行
う
上
で

検
討
し
て
い
き
た
い
。

伊場 哲也 議員

伊藤 春美 議員
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ＱＲコードを読み取ると、質問した議員の録画映像がご覧いただけます。

松木源太郎 議員

物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を

活
用
し
た
生
活
者
支
援
、
事
業
者
支
援

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
事
業
を
予
定

し
て
い
る
の
か
。

答
交
付
金
を
財
源
と
し
た
事
業
は
、

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
物
価
高

騰
対
策
給
付
金
給
付
事
業
、
就
学
前
児

童
応
援
臨
時
給
付
金
給
付
事
業
、
市
外

小
中
学
校
等
在
学
児
童
生
徒
臨
時
給
付

金
、
市
内
小
・
中
学
校
の
給
食
費
８
か

月
分
の
免
除
を
予
定
し
て
い
る
。

通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

問
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
旭
店
前
国
道

１
２
６
号
に
信
号
機
の
設
置
は

で
き
な
い
か
。

答
当
該
箇
所
は
横
断
歩
道
は
設
置

さ
れ
て
い
る
が
、
横
断
し
づ
ら

い
こ
と
を
認
識
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

も
、
道
路
管
理
者
で
あ
る
海
匝
土
木
事

務
所
へ
信
号
機
の
設
置
を
含
め
た
安
全

対
策
を
要
望
し
て
き
た
。
市
と
し
て
は

当
面
の
交
通
安
全
対
策
と
し
て
横
断
旗

を
設
置
し
た
。
信
号
機
の
設
置
に
つ
い

て
、
旭
警
察
署
に
対
し
て
も
引
き
続
き

要
望
し
て
い
く
。

問
川
口
沼
親
水
公
園
の
東
側
道
路

付
近
の
排
水
路
に
転
落
防
止
柵

の
設
置
は
で
き
な
い
か
。

答
転
落
防
止
柵
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
交
通
量
や
事
故
の
発
生
状

況
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
水
路
管
理

者
の
維
持
管
理
作
業
等
に
支
障
が
出
な

い
か
相
談
し
て
い
き
た
い
。

教
育
支
援
に
つ
い
て

問
多
様
性
へ
の
配
慮
を
目
的
と
し

た
、
性
別
を
問
わ
な
い
新
制
服

を
導
入
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答
制
服
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、

各
中
学
校
の
実
情
に
応
じ
、
学

校
の
判
断
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
。

性
別
を
問
わ
な
い
新
制
服
に
つ
い
て
は
、

各
中
学
校
の
考
え
を
聞
く
と
と
も
に
、

様
々
な
状
況
を
勘
案
し
な
が
ら
研
究
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
今
後
の

学
校
再
編
に
お
い
て
、
新
制
服
を
導
入

す
る
際
に
は
、
性
別
を
問
わ
な
い
新
制

服
も
考
慮
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦�

学
校
給
食
費
の
完
全
無
償
化
に
つ
い

て
◦�

自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
率
の
向
上

に
つ
い
て

◦
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
つ
い
て

問
昨
年
度
ま
で
、
外
出
支
援
サ
ー

ビ
ス
は
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の

委
託
で
利
用
回
数
は
週
１
回
ま
で
、
利

用
範
囲
は
市
内
、
利
用
料
金
は
、
市
民

税
非
課
税
世
帯
の
者
片
道
1
0
0
円
、

課
税
世
帯
の
者
片
道
3
0
0
円
だ
っ
た
。

令
和
５
年
度
か
ら
、
介
護
タ
ク
シ
ー
の

利
用
助
成
に
か
わ
り
、
そ
の
利
用
額
の

負
担
が
、
地
域
に
よ
っ
て
は
大
き
く

な
っ
た
が
対
策
は
。

答
今
年
度
か
ら
、
利
用
券
制
度
に

し
、
利
用
券
は
１
枚
千
円
の
助

成
で
１
か
月
あ
た
り
８
枚
、
年
間
最
大

96
枚
交
付
さ
れ
る
。
今
後
利
用
者
の
声

を
聴
き
見
直
し
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

学
校
再
編
に
つ
い
て

問
旧
干
潟
地
域
の
３
小
学
校
で

「
地
域
検
討
会
議
」
を
開
催
す

る
が
、
内
容
と
予
算
に
つ
い
て
伺
う
。

答
古
城
小
学
校
を
統
合
校
の
候
補

と
し
、
委
員
に
会
議
１
回
６
千

円
の
報
償
費
を
計
上
。
会
議
は
年
間
５

回
開
催
予
定
で
、
干
潟
地
域
３
校
だ
け

で
委
員
約
75
名
、
年
間
で
２
２
５
万
円

を
計
上
し
て
い
る
。

都
市
計
画
区
域
の
見
直
し
に
つ
い
て

問
令
和
８
年
度
に
都
市
計
画
決
定

を
目
指
し
て
い
る
が
、
都
市
計

画
審
議
会
の
審
議
状
況
は
。

答
平
成
22
年
３
月
作
成
の
旭
市
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
、

市
の
地
域
全
域
へ
の
拡
大
と
し
て
い
る
。

都
市
計
画
区
域
の
拡
大
は
、
最
終
的
に

県
の
都
市
計
画
審
議
会
で
決
定
さ
れ
る
。

市
の
審
議
会
で
決
定
す
る
も
の
で
は
な

い
が
、
都
市
計
画
の
見
直
し
支
援
業
務

を
行
う
と
い
う
報
告
を
し
て
い
る
。

市
職
員
の
労
働
環
境
に
つ
い
て

問
働
き
や
す
い
環
境
で
職
員
の
能

力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
、
事
務

事
業
を
進
め
る
う
え
で
重
要
で
あ
る
。

病
気
に
な
っ
た
り
、
精
神
を
病
ん
だ
り
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
遭
遇
し
た
場
合
、
ど

の
よ
う
な
対
応
を
と
っ
て
い
る
の
か
。

答
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
事
案

が
発
生
し
た
場
合
の
相
談
窓
口

と
し
て
「
旭
市
職
員
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

の
防
止
等
に
関
す
る
規
定
」
に
よ
り
、

総
務
課
等
の
職
員
が
相
談
員
と
な
り
対

応
し
、
そ
の
後
事
実
関
係
を
調
査
す
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦�

効
率
的
・
効
果
的
な
行
政
経
営
に
つ

い
て
。

伊藤 房代 議員
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「
地
域
で
子
ど
も
を
育
て
る
」

こ
と
の
意
味
に
つ
い
て

問
飯
岡
中
学
校
が
海
上
中
学
校
に

吸
収
さ
れ
る
計
画
に
反
対
の
立

場
で
の
質
問
。
市
の
学
校
教
育
方
針
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
地
域
で
子
ど
も
を
育

て
る
」。
こ
の「
地
域
」
と
は
何
を
意
味

す
る
の
か
。
旭
市
は
１
市
３
町
が
合
併

し
て
、
地
域
ご
と
に
違
う
文
化
が
あ
る
。

こ
の
地
域
性
が
違
う
中
で
、
学
校
統
廃

合
と
地
域
学
校
協
働
活
動
に
整
合
性
を

持
た
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。「
地
域

で
子
ど
も
を
育
て
る
」
と
は
ど
う
い
う

こ
と
な
の
か
を
本
気
で
考
え
る
べ
き
だ

と
思
う
が
。

答
地
域
で
子
ど
も
を
育
て
る
意
味

に
つ
い
て
は
、
地
域
学
校
協
働

活
動
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち
が
信
頼
で

き
る
大
人
と
多
く
関
わ
り
を
持
ち
、
愛

情
を
注
が
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
自
己
肯

定
感
や
他
人
を
思
い
や
る
心
な
ど
豊
か

な
心
を
育
む
こ
と
が
で
き
る
。
地
域
の

人
に
支
え
ら
れ
、
学
ん
で
い
く
こ
と
で
、

地
域
へ
の
愛
着
や
地
域
の
担
い
手
と
し

て
の
自
覚
が
育
ま
れ
、
学
び
へ
の
意
識

の
向
上
が
学
力
の
向
上
に
資
す
る
こ
と

も
期
待
さ
れ
て
い
る
。
地
域
学
校
協
働

活
動
の
事
業
に
参
加
し
て
い
る
子
ど
も

た
ち
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や

地
域
へ
の
理
解
・
関
心
が
高
ま
る
傾
向

が
あ
る
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、
活
動
に

参
画
す
る
地
域
住
民
の
生
き
が
い
づ
く

り
や
地
域
の
教
育
力
の
向
上
や
活
性
化

に
つ
な
が
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

学
校
給
食
完
全
無
償
化
に
つ
い
て

問
『
長
岡
市
米
百
俵
財
団
』
と
同

じ
く
、
子
育
て
支
援
に
特
化
し

た
財
団
の
創
設
を
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
に
、

市
長
か
ら
要
望
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

イ
オ
ン
タ
ウ
ン
に
は
旭
市
か
ら
、
誘
致

時
に
５
億
円
、
さ
ら
に
毎
年
約
１
億

３
千
万
円
の
指
定
管
理
料
と
家
賃（
お

ひ
さ
ま
テ
ラ
ス
：
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
旭
２

階
）が
30
年
契
約
で
支
払
わ
れ
て
い
る
。

市
が
賃
借
し
て
い
る
こ
の
施
設
は
、
イ

オ
ン
タ
ウ
ン
の
集
客
に
貢
献
し
て
い
る

の
で
、
市
と
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
の
共
存
の

た
め
に
も
、
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
に
『
子
育

て
財
団
』
を
創
設
し
て
も
ら
い
、
旭
市

へ
の
寄
付
を
お
願
い
し
、
学
校
給
食
完

全
無
償
化
の
財
源
と
し
て
は
ど
う
か
。

答
意
見
と
し
て
承
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦�

関
係
人
口
を
増
や
す
取
り
組
み
に
つ

い
て

戸村 ひとみ 議員

議会のＩＣＴ化について説明を受ける

健幸まちづくりの今後の展開を伺う

７月26～28日　議会運営委員会で大阪府岸和田市・京都府八幡市等の行政視察を実施

岸和田市・八幡市の取り組みや施設を視察
大阪府岸和田市（視察内容：議会のＩＣＴ化について）
　岸和田市議会では旭市議会で今年度導入するタブレット端末を活用したペー
パーレス会議システムを2020年に導入している。紙・印刷費用の削減に加え、
資料が変更になった場合の差し替え等、作業工数の削減、合理化により効率的
な議会運営が行われている。
　タブレット端末の使用の範囲や故障時の対応、情報の漏洩対策等について、
現在の運用状況を学ぶことができ、今後の旭市議会でのタブレット端末の導入
にむけて参考になった。
京都府八幡市（視察内容：生涯活躍のまちについて）
　八幡市では、市民が意識せずとも健やかで幸せに暮らすことができるまちの構
築を目指し平成30年３月に「やわたスマートウェルネスシティ計画」を策定した。
　計画に基づき、歩くことを中心とした健幸づくり活動に対してポイントを付与
するインセンティブ事業や、ＡＩを活用した健幸課題
分析や施策立案を行うことができる健幸データ分析シ
ステムの導入等の先進的な取り組みを行っており、今
後の健康づくりの推進の参考になった。

◦さかい利晶の杜
◦��京都市市民防災センター

その他の視察地　

委員会では、所管する事務に関する調査等のため、他の自治体の
先進的な取り組み等について、行政視察を行っている。　   議会運営委員会視察　   議会運営委員会視察　   議会運営委員会視察
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議会だより編集委員と懇談 村議会代表団と交流事業の協議 伊佐議長と中城城跡を視察

北総地区11市の定例会を開催

那須塩原市図書館「みるる」を視察

　５月25日に姉妹都市の沖縄県中城村へ両市村の友好と親善を深める
ため、表敬訪問を行いました。
　中城村とは旧飯岡町が平成16年から友好交流町村として親交してお
り、平成24年に姉妹都市提携を結びました。現在は市内の小学５年生が、
中城村を訪問するとともに、中城村からの訪問団を迎え入れ、交流を深
めています。
　中城村正副議長、各常任委員長と議長室で懇談し、今後の姉妹都市交
流の進め方などについて協議を行ったほか、議場にて中城村議会伊佐則
勝議長と旭市議会林晴道副議長とで、市旗と村旗の交換式を執り行いま
した。
　姉妹都市として、ますます友好が深まったと同時に、中城村の政策的
事業（子ども第三の居場所、ブライダル支援事業）の概要と議会運営のＩ
ＣＴ化等について学ぶことができ、非常に実りのある訪問となりました。

５月25日　沖縄県中
なか

城
ぐすく

村
そん

へ表敬訪問

1600㎞離れた姉妹都市と友好を深める

　７月12、13日に栃木県那須塩原市で千葉県北総地区市議会正
副議長会の定例会及び視察研修会が行われました。
　千葉県北総地区市議会正副議長会は、県内北総地区11市の正
副議長で構成され、地域的な共通の課題や行政の広域化に伴う問
題について、お互いに意見を交換し、連携を強め、親善を図るた
め、結成されたものです。令和５年度は木内欽市議長が会長に就
任しました。
　定例会では、事業計画案等に関する審議等が行われました。
　視察研修会では那須塩原市議会から議会改革（活性化）の取り組
みについて、那須塩原市気候変動適応センターからは市の気候変
動やその影響、適応策に関する取り組みについての説明を受けま
した。また、コンパクトシティや中心市街活性化等を実現するた
めに整備された２施設「みるる」と「くるる」を視察し、市民の文化
力向上や地域の賑わい
創出等について学ぶこ
とができ、非常に有意
義な視察研修会となり
ました。

７月12～13日　千葉県北総地区市議会正副議長会定例会及び視察研修会

栃木県那須塩原市で定例会と視察研修会を開催

中城村

那覇市

◦中城城跡（世界文化遺産）
◦護佐丸歴史資料図書館

ここを案内してくれました

◦那須塩原市図書館「みるる」
◦�那須塩原市まちなか交流センター
「くるる」

ここを視察してきました
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旭
市
議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

委
員
長　
　
永
井　
孝
佳

副
委
員
長　
井
田　
　
孝

委　
員　
　
戸
村
ひ
と
み

委　
員　
　
常
世
田
正
樹

編
集
後
記

月定例会の予定

いずれも10時から開催予定です
日程は変更となる場合もありますので、ホーム
ページ等でご確認ください。

あさピーが解説

気になるあの用
・ ・

語
本紙で気になった
用語を解説するよ！

※�あさひ議会だよりは、グリーン購入法に基づく基本方針の判断基準を満たす用紙、誰にでも読
みやすいUD（ユニバーサルデザイン）フォント、環境にやさしい植物油インキを使用しています。

ＱチャットＧＰＴってな～に？

Ａ 　人間的な会話の成立を目指したコンピュータプロ
グラムであるチャットボットのうち、海外企業が公

開した人工知能チャットボットのこと。
　ＧＰＴとは、簡単に言うとWeb上のデータをもとに学
習することができる人工知能のこと。つまり、人間の質
問に対して、学習したデータから、まるで人間のように
回答をする。
　会話だけでなく、詩や
小説を書いたり、プログ
ラミング、作曲をしたり
することもできる。

掲載は12ページ Ｑデジタル田園都市国家構想ってな～に？

Ａ 　令和３年に発表された「デジタル実装を通じ
て地方が抱える課題を解決し、誰一人取り残さ

れずすべての人がデジタル化のメリットを享受でき
る心豊かな暮らしを実現する」という構想。
　デジタルの力で、地方の個性を
活かしなら社会課題の解決と魅力
向上を図り、「地方に都市の利便性
を、都市に地方の豊かさを」を実現
して、全国どこでも誰もが便利で
快適に暮らせる社会を目指す。

掲載は９ページ

みんな
分かったかな！

質問に対して、
私がWeb上で
学習したことを、
日本語で回答し
ます。

日 月 火 水 木 金 土
9/3 4

開会

5 6 7

議案質疑

8 9

10 11

一般質問

12

一般質問

13

一般質問
（予備日）

14

決算審査
特別委員会

15

決算審査
特別委員会

16

17 18 19

決算審査特別
委員会（予備日）

20

建設経済
常任委員会

21

文教福祉
常任委員会

22

総務
常任委員会

23

24 25 26 27

閉会

28 29 30

（９月４日～９月27日）9

　
長
い
夏
休
み
も
終
わ
り
、
旭
の

学
舎
に
再
び
子
ど
も
達
の
声
が

戻
っ
て
来
ま
し
た
。
生
徒
さ
ん
達

は
こ
の
夏
休
み
を
ど
の
よ
う
に
過

ご
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
ぞ

れ
貴
重
な
思
い
出
と
な
る
よ
う
な

時
間
を
過
ご
せ
て
い
た
ら
幸
い
で

す
。

　
一
方
、
こ
の
夏
休
み
中
に
は
、

と
て
も
痛
ま
し
い
ニ
ュ
ー
ス
も

数
々
あ
り
ま
し
た
。
川
や
プ
ー
ル

の
水
の
事
故
に
加
え
て
、
熱
中
症

に
よ
る
死
亡
と
い
う
報
道
に
胸
が

痛
み
ま
し
た
。
山
形
県
米
沢
市
の

中
学
生
は
、
部
活
の
帰
り
道
に
倒

れ
て
救
急
搬
送
さ
れ
ま
し
た
が
、

死
亡
。
熱
中
症
で
し
た
。

　
２
学
期
に
入
っ
て
か
ら
も
残
暑

が
続
く
予
報
が
出
て
い
ま
す
。
お

年
寄
り
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
生

徒
さ
ん
達
も
若
い
か
ら
と
言
っ
て

過
信
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
マ
ス

ク
を
外
し
て
、
水
分
補
給
を
怠
ら

ず
、
熱
中
症
に
万
全
の
対
策
を
と

る
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
委
員　
戸
村
ひ
と
み
）

永年勤続表彰
　第99回全国市議会議長
会の定期総会で、市議会議
員として20年以上在職し、
市政の振興に努めた功績に
より、景山岩三郎議員が表
彰されました。

景山岩三郎議員

　本会議は、インターネット
で生中継と録画配信（過去５
年分）を行っています。パソ
コンのほか、スマートフォン
やタブレット端末でも視聴で
きます。ぜひご覧ください。

議会中継をご覧ください
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